
一般質問通告事項一覧表
令和４年 第２回 倶知安町議会定例会

番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

1 坂井 美穂 物価高騰による総合

緊急対策－地方創生

臨時交付金活用につ

いて

ロシアのウクライナ侵略に伴う原油や食料品などの物価高騰や急激な円

安を受け、政府は総合緊急対策で地方創生臨時交付金を拡充し、「コロナ禍

における原油価格・物価高騰対応分」を創設した。

今般の影響を受けている生活者や事業者をしっかり支えていけるよう倶

知安町の実情にあった活用を要望し伺う。

これまで様々な支援が国と町から示されて活用されてきたが、その一方

で影響を受けながら対象とならなかった世帯や恩恵を受けられなかった方

たちが一定数おられる。

そういった方のニーズを捉え、この交付金を活用していくことも必要で

はないか。今後、町がどのように検討されて決定していくのかスケジュー

ルも併せて伺う。

また、交付金以外の支援策も検討されているのか。

町 長

2 〃 女性の健康支援と帯

状疱疹の予防につい

て

１．女性の健康支援について

①女性特有のがん検診の受診率等の現状を伺う。

②未検診者への啓発はどのようにされているか。

③早期発見に繋げるために女性の健康習慣の充実が必要であるが、どの

ようなことが考えられるか。

④本町での子宮頸がん予防ワクチンの接種の現状を伺う。

２．帯状疱疹の予防について

日本人成人の 90％以上が、帯状疱疹の原因となるウイルスが体内に潜伏

しており、加齢に伴う免疫力の低下で発症する可能性があるとされるので

予防に目を向けることも大切である。

①帯状疱疹ワクチンの効果をどのように捉えているか。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(2) (坂井 美穂)

前頁より

②帯状疱疹ワクチンの周知と接種の推進はされているか。

③帯状疱疹の発症は 50歳を境に急激に上昇するとされているが、ワクチ

ン接種の助成についての当町の考えを伺う

3 冨田 竜海 我が町における「Ｓ

ＤＧs｣の取り組みに
ついて

再生可能エネルギー

の推進と紙資源削減

に向けた取り組みは

2019 年６月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

「再生可能エネルギーに関しては、倶知安町地域再生エネルギー導入ビ

ジョンを策定し地域循環型エネルギー構造へ向けて取り組みの緒についた

ところである。ビジョンの趣旨を踏まえ公共施設から率先して導入を検討

しているが、財政状況や費用対効果等を十分に考慮した上で導入を進めて

いく。」

平成 15 年倶知安町地域新エネルギービジョン

平成 18 年倶知安町省エネルギービジョン

平成 18 年倶知安町環境基本計画

平成 19 年倶知安町地球温暖化対策実行計画

記載のエネルギー分野に関して

・だれが、なにを、どうやって検討し、その後どうなったか。

「紙をはじめとした資源等の節約は重要なことであると認識しており、職

員の節約意識向上、これらも大分向上してまいっておりますけれども、今

以上に努めてまいりたいと思います。」

・具体的にどの程度節約できるようになったのか。節約に向けた取り組み

は。

・直近 1年間の印刷代、インク代の合計金額は。

参考:2018 年 1,630 万円

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

4 冨田 竜海 倶知安町総合体育館

の利便性について
2019 年６月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

「教育委員会としましては、今後アンケート調査等によりまして、３部

体制がいいのか２部体制がいいのか、あるいは通しての１日体制がいいの

か、利用されている方々のニーズがどこにあるのかということを的確に把

握しました上で、職員の勤務体制等も含めまして、内部で十分内容を精査

し、町長部局とも協議してまいります。」

・アンケートの実施状況は。その後改善内容は。

教育長

5 〃 10年後の住民所得
1.2倍について

2019 年９月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

「私の選挙公約における 10 年後の住民所得１.２倍についてでございま

すけれども、これは私の掲げた四つの基本政策の一つ、『企業、産業を育て、

強い経済基盤を築く』において、目標とする 10 年後の町の姿、指標として

ふるさと倶知安を、くっちゃん子をみんなで育てる、高齢者を支え、元気

な高齢者をふやす。そして、しっかりとした経済基盤の町にとの思いを表

現したものでございます。」

・その後所得はどれくらい上がったか。当選直後〇〇円→直近〇〇円

・所得を上げるために行った具体的な施策は。

・倶知安町民全体の平均所得と所得別階層分布状況は。

参考 令和元年度

給与所得金額 合計 188 億 8,766 万 9,000 円

納税義務者数 6,795 人で割った額 277 万 9,000 円

所得別階層分布

給与以外の所得も含めた納税義務者

総所得別階層分布

100 万円以下 11.4％

次頁へ続く

町 長
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答 弁 を

求める者
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(5) (冨田 竜海)

前頁より

200 万円以下 28.9％

300 万円以下 22.8％

400 万円以下 13％

500 万円以下 9.5％

600 万円以下 6.9％

700 万円以下 2.7％

800 万円以下 1.1％

800 万円以上 2.9％

6 〃 町内の路上駐車対策

と駐車場整備計画に

ついて

2019 年 12 月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

・路上駐車が多い道路の問題解決に向けて行った具体的な取り組みは。

町 長

7 〃 行政におけるキャッ

シュレスの推進につ

いて

2019 年 12 月定例会で行った質問に対する答弁のその後について問う。

「キャッシュレス化の推進についての本町としての考え方は、税や公共

料金等の支払いについて、納付方法の選択肢を可能な限り増やして、納税

者、利用者の利便性の向上に寄与することが自治体としてのメリットであ

ります。自主納付率の向上も期待され、自治体のスリム化が進んでいる現

状に照らせば、必要なことであると認識しており、新たな収納方法につい

ては引き続き研究してまいりたいと存じます。

また、窓口での証明手数料や公共施設等の施設利用等についてでありま

すけれども、さきに通知のありますように、電子マネーの活用等について、

先進地の導入事例を参考に予想される導入の効果、そして経費、こういっ

たものを比較検証してまいりたいと考えております。」

・その後のキャッシュレスの対応状況は。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(7) (冨田 竜海)

前頁より

・直近の納付方法別収納実績は。

・周知、広報活動実施状況は。

参考 平成 30 年度決算

住民税、国民健康保険税、固定資産税、軽自動車税 納付方法別収納実

績納付書払い 約２万 6,200 件 件数割合 46％

収納額割合 62.95％

口座振替 約１万 700 件 件数割合 19％

収納額割合 22.52％

コンビニ収納 約１万 2,000 件 件数割合 21％

収納額割合 9.59％

クレジット 約 760 件 件数割合 １％

収納額割合 1.73％

8 波方 真如 町の未来を創造する

ことができています

か

文字町長が就任以来既に３年以上が過ぎ、任期も最終年となりました。

｢暮らしにまごころ 未来に責任｣｢いつの時代(とき)でもここが『ふるさ

と』と誇れる町へ｣という大きな目標の下に町長が掲げられた公約、｢くっ

ちゃん子をみんなで育てる｣、｢高齢者を支え元気な高齢者を増やします｣、

｢企業・産業を育て、強い経済基盤を築く｣、｢聴く・伝える・対話する政治｣、

｢絵本館のこと｣などがありますが、これまでの実績についてどのように捉

えているのでしょうか。

この任期中に公約が実行できるのかを伺います。

町 長

9 作井 繁樹 宿泊税の状況と新た

な法定外税

宿泊税の徴収が始まってから今年度が４年目、ほぼほぼコロナ禍により

所期の目的が果たされていなかったものの、今年度は税収が一定程度上向

くことを期待したい。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(9) (作井 繁樹)

前頁より

そこで、本格的にインバウンドが回復し、いわゆる日常へと戻る前に、

宿泊税の状況を確認し、改善すべきは改善し、そこでの教訓をしっかりと

新たな法定外税に生かすべきと考える。

１．令和３年度決算

先般６月９日の総務委員会で町税の決算状況、令和３年度の見込額が報

告され、宿泊税は 67,351,811 円であった。そこで詳細について数点確認し

たい。

（１）宿泊ベッド総数

保健所への届出ベッド総数は、本年２月末時点で 15,304 ベッドである

が、特別徴収義務者としての登録ベッド（収容人数）総数も同様か、あ

るいは何らかの理由により差異があるのか。

（２）宿泊者総数

特別徴収義務者からの申告を単純に計算すれば、当然ながら人数も明

確になるものと考えるが、年間の宿泊者総数（見込み）は何人か。

（３）宿泊料の平均単価

単純に税収総額を（２）の宿泊者総数で計算すれば一泊の宿泊料（素

泊り）の平均単価も導き出せると考えるが、宿泊料（素泊り）の平均単価

はいくらか。

（４）各宿泊料比率

当初予算では、宿泊料（素泊り）を 5,000 円、10,000 円、20,000 円、

30,000 円、50,000 円、100,000 円と区分して積算しているが、各宿泊料

（素泊り）の全体に占める構成比率はどのようになるか。

（５）稼働率

観光庁の宿泊旅行統計調査によると、コロナ前平成 30 年の日本全体の

年間客室稼働率は 61.1％、リゾートホテル 58.3％、ビジネスホテル

75.3％。コロナ禍令和２年では、全体が 34.3％、リゾートホテル 30.0％、

ビジネスホテル 42.8％。本町においても、コロナの影響はまだまだ大き

次頁へ続く



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(9) (作井 繁樹)

前頁より

いと考えるが、年間ベッド（客室）稼働率はどの程度か。

２．徴収奨励金の特例措置

事務負担を報償し、意欲の高揚を図るためとしている徴収奨励金、令和

５年度までの特例措置（5/1,000 の上乗せ）、コロナ禍を考慮し、お見舞い

的な意味合いも含め２～３年の延長も一つの選択肢と考える、見解を。

３．新たな法定外税は賦課課税方式

コロナ給付金詐欺事件などの報道を目にする度に性善説の限界、様々な

制度や仕組みに性悪説での建付けが求められつつあると考える。

新たな法定外税は、特別徴収義務者が納めるべき金額を計算し納税する

宿泊税のような申告納税方式ではなく、本町が納めるべき金額を計算し通

知する賦課課税方式とすべきと考える、見解を。

10 木村 聖子 運動部活動の地域移

行と指導者確保につ

いて

令和４年６月６日スポーツ庁の有識者会議が、令和５年度開始から令和

７年度末を目途に休日の中学校運動部活動の指導を学校から地域のスポー

ツ団体等に移行するように提言書を提出したことについて、下記のとおり

教育長に伺います。

１．外部指導者の確保について

スポーツ団体・民間事業者・個人等と行政・学校の繋ぎ役としてスポー

ツコミッションなどの活用は有効と考えます。

また、各自治体間での指導者獲得競争が起きることが想定され、早めに

道筋をつけるべきと考えますが見解は。

２．必要予算の確保について

地域移行では外部指導者への謝礼や施設利用費等は受益者負担増の懸念

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(10) (木村 聖子)

前頁より

があるため、スポーツ離れを助長させないためにも予算確保は重要と考え

る。現時点での見解は。

３．指導者研修について

技術専門性のほか指導者の言動に大きく影響を受ける年代であるため、

ジュニア対象指導者の役割は極めて重要性が高く、期待が寄せられる。

地域移行が完了するまではスポーツ指導者研修等により指導者の質維

持・向上は必要と考えるが本町の体制は。

11 古谷 眞司 国際リゾート地、

｢世界の後志｣の玄関

口として

北海道新幹線倶知安

駅周辺整備で世界に

示すもの

本町はアジア最大規模の国際リゾート地を有し、北海道新幹線倶知安駅

開業も９年後となりました。

今まで本駅周辺整備の構想等は出されてきましたが、その中で冬期間の

雪対策について多くの質問が出されていますが、明確な対策を出されてい

ないと認識しています。

本駅はスキーリゾートを中心に通年においても集客していかなければな

らないと考えています。

また、遠方の方からだけでなく、後志地域の住民の方々にも沢山の利用

をしてもらわなければなりません。

そこで以下の点について伺います。

①本駅周辺整備計画の進捗は。

②世界の後志の玄関としてユニバーサルデザインは。

③駅周辺及び駐車施設の持続可能な雪対策は。

④バス転換により特に繁盛期のバス輸送で、運転者不足の解消策として将

来無人化運転バスが出てくると考えるがその時を踏まえての道路等の対

応策は。

⑤本駅整備に係る概算費用及び財源は。

⑥山麓及び周辺町村との協議は。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

12 古谷 眞司 倶知安農高、倶知安

高校の入学希望者増

に向けて町の支援策

及び中学校部活動の

地域移行について

町内には倶知安高校および倶知安農業高校の２校の道立高校が設置され

ており、本町の小中学校とも教育連携を進めています。

また、かねてより両校とも特徴ある教育を実施しそれぞれに成果を出し

ているところです。

しかしながら、少子化の影響もあり、必ずしも募集増に繋がっておらず、

特に倶知安農業高校では２年連続、入学生徒が 20 人を下回りました。

本年度の道教委の公立高配置計画案が先般発表され倶知安農高の再編は

地域の影響を考慮し「留保」になりました。

本町の教育環境をより向上させるためには両校が存続し、活性化してい

くことが欠かせない条件と考えています。

そのために倶知安町として当町はじめ後志地域は勿論ですが、北海道全

域からの生徒募集を念頭に入れた支援政策が早急に必要と考えます。

また、令和７年度までに中学校部活動を地域に移行すると報道がありま

す。このことは中高を含めて地域社会教育団体との協力は欠かせないこと

であり、方策次第では高校への入学希望者増にも繋がると考えます。

町としても検討しているところではあると思いますが、以下の点につい

て伺います。

①両校の入学者増に向けた方策は。（町長）

②高校生向け下宿不足が言われているがその対策。（町長）

③小中高校との連携強化策。（教育長）

④地域社会教育団体と中学、高校部活動との連携策（教育長）

町 長

教育長

13 門田 淳 市街地商店街の安全

対策について

１．防犯カメラの設置について

２．水銀灯から LED化の街路灯へと改修が進んでいるが、LED機器の寿
命を考えると修繕補助の新設が必要では。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

14 田中 義人 骨太の方針を受け、

わが町の政策をどう

するか

１．地方自治体の財政と、国の財政の違い、PB 黒字化目標堅持についての

見解を伺う。

２．少子化対策、子育て支援の良い事例として、兵庫県明石市を挙げたい。

くっちゃん子条例も含めて見解を伺う。

３．同一労働、同一賃金の徹底等を通して非正規雇用労働者の処遇改善や

正規化に取り組むとあるが、わが町の職員等への対応は。

４．社会課題解決に向けた取り組みとして、PPP/PFI の活用等による官民連

携の推進が謳われている。わが町ではどのように活用するか所見を伺う。

５．関係人口の拡大と個性を生かした地域づくりについて、食と観光を担

う生産空間の発展がわが町に該当すると考える。併せて、ゼロカーボン

北海道の文言も記載されている。それぞれ見解を伺う。

６．観光立国の復活として、サステナブルツーリズムやアドベンチャーツ

ーリズムを推進とある。わが町ではどのように取り組むべきと考えるか、

見解を伺う。

７．防災・減災・国土強靱化の推進の中に、豪雪時の道路交通確保対策の

強化や消防団を含む消防防災力の拡充・強化が含まれる。見解を伺う。

８．国と地方の新たな役割分担について、見解を伺う。

町 長

15 〃 良質な開発と持続可

能な観光に向けて

現在、倶知安町が良質な開発を呼び込み、持続可能な観光を実現するた

めに複数の制度設計に取り組んでいる。整理をする意味で、以下を町長に

伺う。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(15) (田中 義人)

前頁より

１．開発許可取得後に計画が頓挫しているプロジェクトがある。町は環境

保全や地域の防災などの観点からどのような対応を取るべきと考える

か。

２．特に倶知安町の特性として、許可取得した法人が特定目的会社（いわ

ゆるペーパーカンパニー）であったり、その代表者が国外在住の外国人

が多いがその場合、行政としてどのような対応を取ることができるか。

３．土砂災害危険区域のイエローゾーンは建築が可能とされている。

しかし、自然環境や近隣住宅、宿泊施設などに多大な影響を与え得る

土地において、同じ基準で建築許可や開発許可を出すことについての所

見は。

また、そのような土地の開発に対して上記の観点から、制限や条件の

付加の可能性について見解を伺う

４．宅地造成の開発申請をする際に、北海道の許可基準は６.５メートル以

上、ホテルなどの建築に伴う場合は９メートル以上となっている。

しかし、それに満たない幅員の町道に接続しているにも関わらず、許

可を得ているものが見られる。許可権者の北海道に確認したところ、道

路管理者の町と申請者が協議した上で合意がなされれば、可能な場合も

あると回答を得た。

過去の協議案件の提示と、キャパシティーコントロールやスプロール

化を防ぐ観点から、現在協議中の案件があるならば示されたい。

５．花園エリアにおいて、ひらふエリアの高さ制限と合わせるべきとの陳

情が開発事業者から出されている。

かつて、ひらふエリアで景観条例で規制を明確化したことで、開発投

資が増えたという経験があるが、町長の見解を伺う。

次頁へ続く



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(15) (田中 義人)

前頁より

６．観光地ＭＰで示されているニセコひらふエリアのキャパシティーが

18,000 ベッドについて、根拠はリフトの輸送可能人員数としている。

今後の開発の主戦場は花園エリアだが、リフト輸送可能人員数と現在

の開発許可を得ているベッド数を伺う。

７．エコサイン社が倶知安町の質問に対して回答している。町長の見解は。

16 〃 新型コロナウイルス

感染症対策について

１．５月末に政府、厚生労働省及び文部科学省がマスクの着用の対処方針

を決定・発表した。内容を見ると熱中症対策を理由にしているが、冬期

間の対応も含め、町長には「屋内・屋外でのマスク着用について」を教

育長には「子どものマスク着用について」をどう実行して行くのか、そ

れぞれ見解を伺う。（町長・教育長）

２．じゃが祭の開催判断と、イベント開催制限の捉え方は。（町長）

３．新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金の前年度交付額と

の比較と、それを財源にする今年度の重点施策について伺う。（町長）

４．倶知安町における令和３年度の新型コロナ感染症の行動制限などによ

る推定の経済的損失額は。（町長）

５．昨年度、事業用家屋と償却資産の固定資産税が、新型コロナ対策の一

環として、国により補填され一部が減免された。（２億２千万円程度）

その後の昨冬も状況は変わらず売り上げは８割減など回復などしない

まま推移したが、今年度、国は補填することをしない。更に、まちの予算

は対前年度でおよそ２億円の増、昨年補填された額と合わせると、およ

そ４億円を回復していない事業者から徴収しなければならない。この経

済状況で何らかの配慮は必要ではなかったか。（町長）

町 長

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

17 鈴木 保昭 財政再建 １．町長のリーダーとしての決断力の中での財政問題

大切なのはこの３年間、来年１月の町長選挙までには目途がつくのか

等々を考えて東急へのホテル底地の売却 28 億円は嬉しい決断。

２．課題の先送り

教育改修計画、図書館、プール、道路、施設の改修、福祉センターのエレ

ベーター、老人住宅、ごみ焼却施設

町 長

教育長

18 〃 新幹線 夢の新幹線

１．倶知安町が建設する部分の展望。立体駐車場は必要。生協の移転の話

の真意。

２．倶知安町にとっていい計画、構想は取り入れるべき。

ひとつのコンサル構想にこだわらずに駐車場構想は瞑想ではない。役に

立つのか、後悔しないよう総合的に。

３．冬期間の雪の始末。未来に責任持てる計画の推進。町長の決断。勝負

力。路線バスの確保。関係町村との協議。

４．新幹線を降りたら迷う。新幹線→ニセコ山系を結ぶ点と線、その計画

は。

５．くとさん川、パークゴルフ場、旭ケ丘公園、構想

町 長

19 〃 頑張れ倶知安厚生病

院

１．倶知安厚生病院の概要を

ベッド数、常設診療科、医者の人員確保、入札金額、オープン予定は。

２．地域の頼りになる総合病院

頼りになる病院となるための条件。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

20 鈴木 保昭 林地開発、景観条例

との絡み

伐採及び伐採後の造林の届出をして中身は転売。届出人の責任は。

木を植えるとの約束は守れない。不動産売買、行政は確たる態度で。民地

だからといってなんでも。

今後の景観条例との絡みでいうと、町の条例制定のタイミングから駆け

込みでの宿泊施設建設等が懸念されるのでは。

町 長

21 〃 老朽化住宅 １．外国人所有の住宅はどのくらいあるのか

２．放置店舗、倉庫、住宅、アパートの数

３．国道交差点の倒壊食堂の放置、二年間

町 長

22 〃 尻別川が氾濫 １．尻別川が氾濫するとどこへ逃げる

２．水害ハザードマップ

３．くとさん川、浚渫（しゅんせつ）、築堤

町 長

23 〃 効果的な施設管理 １．老朽化した施設、老朽化の原因はどこにあるのか。手入れをこまめに

しない。継続的な予算配分をしない。管理委託。

２．エコガレージ裏の倉庫の人体に影響を与えるカビ。職員を大切にする

のも、感染症、アレルギー、肺炎。

３．学校の老朽化対策、今後の計画は持っているのか。

町 長

教育長

24 佐藤 英俊 町道危険箇所にカー

ブミラー設置を

北３条西通を旭ケ丘公園方向に進むと、包丁塚通過付近から非常に見通

しの悪い箇所が続く。通年にわたり交通量も多く、カーブミラーの設置を

望む住民も多く、設置の検討を。

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

25 佐藤 英俊 本町防火対象物の消

防設備等再点検を

６月定例会開会初日の 13 日、文化福祉センターの防火扉改修工事が補正

予算で計上された。

改修に至る経緯を確認したところ、本年１月、消防署査察の際に現在の

防火戸は完閉式で非常時以外は戸が閉まった状態でなければならないにも

関わらず、戸上部に鍵を設置し、戸を開放状態にしてあることから、適正

な状態での指導を行った。

以上の点を踏まえお尋ねする。

以下を教育長に伺う。

１．防火戸は、建築基準法で定められており、「消防設備」として報告義務

が生じる対象ではないが、防火戸の目的は言うまでもなく、火災の際、

煙の侵入、延焼を食い止める役割となることから、毎年実施されている

消防設備点検実施委託先から、適正使用の指摘はあったのか。

２．防火管理者が作成する消防計画で、避難誘導訓練の実施がされている

と思うが、その訓練において防火戸の解錠、戸の閉鎖を行う内容であっ

たか。

３．改修工事では、煙感知器連動防火扉が設置されることになるが、既存

の防災監視盤で対応できるのか。

以下を町長に伺う。

本町管理の防火対象物を今一度、それぞれの防火管理者が消防設備、防

火の目的設備、備品の再確認の実施をすべきと考えるがいかがか。

町 長

教育長

26 〃 ＳＬの保存管理につ

いて

福祉センター前に展示されているＳＬは現在劣化が進んでいます。聞く

ところＳＬ本体の所有は本町ではないとのことですが、今後の保存管理

次頁へ続く

教育長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(26) (佐藤 英俊)

前頁より

についてお聞きします。

１．現在の場所に展示されるまでの経緯。

２．メンテナンスは定期的に実施されているのか。

３．万が一、ＳＬ本体に起因する事故で相手に損害賠償責任が生じた場合、

その責任は本町が負うのか。

４．冬支度のシート掛けと外す作業は福祉センター職員が実施していると

聞くが、ＳＬの管理部署として位置付けているのか。

27 〃 休館町営プールのワ

ンポイント

再開の検討を

建替えが決定され、現在ＰＴを中心に検討が進められていることは承知

している。新プール完成までは相当長い年月が必要とされ、その期間は代

替対応を行っているが、利用者に不便、負担をかけている状態である。

平成 25 年度以降の修繕内容を確認したが、機械類においては、使用可能

な状態と考える。

一番の問題点は、天井鉄骨の錆に起因している鉄片の落下ではないのか

と推察するが、目の細やかなメッシュ状の網などを鉄片落下防止を目的と

して張り巡らせることで、比較的費用も抑えられるのではないかと考える。

プールは本来の水泳を目的とした利用から、健康促進・維持のために、

水中歩行をされる方も多く、町民の健康支援する観点からも再開を前提と

した検討をされてはいかがか。

教育長

28 笠原 啓仁 『町の条例・規則』

「定期点検」が必要

です

2019 年９月定例議会で私は、同じ件名で質問しました。改めて以下の点

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(28) (笠原 啓仁)

前頁より

についてお尋ねします。

１．町長答弁について

私の質問に対し町長は以下のような答弁（要旨）をしました。

①制定、または最後の改正から数十年経過しているものもあり、必ずしも

現在の社会の現状に対応できていないものも中にはあるものと認識して

いる。

②定期的な見直しの義務づけをするための手法としては、施行日から何年

ごとに見直しをするという旨を規定した見直し規定を設けているものが

ある。ただし、全ての条例・規則を定期的に見直すのは現実的に難しい

ところもあるので、見直し規定にかかわらず、定期的に点検する方法を

検討していきたい。

現在もこれらの考えに変わりはありませんか。また、前回の答弁内容を

どう具現化しますか。

２．課ごとの条例・規則の点検について

①課ごとの条例・規則数についてご説明ください。

②すべての職員がすべての条例・規則を点検するのは無理と思います。

課ごとに所管分の条例・規則の点検作業をするのであれば、それほど負

担はかからないと思います。どうでしょうか。

29 〃 『町有地(生活道路)

の除排雪』

実態を考慮し善処を

町道や私道の除排雪に関しては、それぞれの規定や基準に基づいて町と

しての作業や支援が行われています。一方、町道・私道ではありませんが、

「生活道路」として日常的に使われている「町有地」があります。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(29) (笠原 啓仁)

前頁より

この「町有地」はその規定や基準の対象外です。そのため、町による定

期的な除排雪が困難であることは理解できます。

しかし、こうした「町有地」の除排雪について、地域から町に対して善

処を強く望む声が聞かれます（町も把握していると思います）。

「生活道路」として地域で活用されている「町有地」の除排雪について、

現地の実態把握を含め地域・関係者と十分協議し、善処できないものでし

ょうか。

30 〃 『町内会加入促進条

例』制定後の取り組

み状況は

４年前の 12 月、「倶知安町町内会等への加入及び参加を促進する条例」

が制定されました。道内初の制定となり、先進的な取り組みとして他自治

体からも注目されました。

そこで、条例に基づく取り組みの現状などについてお尋ねします。

１．条例に対する町長の認識について

（１）2019 年３月議会の古谷議員の質問に対する答弁で、この条例に対す

る町長の思いや認識がある程度示されています。改めて条例に対する町

長の認識をお聞かせください。

（２）条例の第８条第３項を町長はどう理解していますか。

２．役場内外での取り組みについて

（１）役場外への取り組みについて

①事業者等（含む住宅関連事業者）に対する取り組み

②町内会・町内会連合会に対する取り組み

③町民に対する取り組み

（２）役場内での取り組みについて

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(30) (笠原 啓仁)

前頁より

①職員の加入状況（前回調査時の数字もお示しください）

②職員に対する加入促進に向けた取り組み

③職員に対する条例の周知

３．防災計画における町と町内会の関係について

（１）町防災計画における町内会の位置付け

（２）「町内会版防災計画」策定状況と策定に当たっての町職員の役割

31 〃 『学校でのＬＧＢＴ

教育』

取り組みが不可欠で

す

性的指向と性自認の多様性を現すＬＧＢＴへの理解が求められていま

す。理解を深めるためには、学校現場での正しいＬＧＢＴ教育が不可欠と

言われています。

教職員の研修をはじめ児童・生徒に対する教育など、ＬＧＢＴに関する

学校現場での取り組みについてお聞かせください。

教育長

32 原田 芳男 文化福祉センターに

エレベーターの設置

を

３月定例会の一般質問でも提案致しましたが、文化福祉センターのエレ

ベーターの設置を求める声は高齢化の進捗と共に高まっています。

余市町中央公民館では平成 13年に約 1,100万円で後付けで小型エレベ
ーターが設置されています。

我が町でも検討し、実現に取り組むべきです。町長・教育長の答弁を求

めます。

町 長

教育長

33 〃 新幹線開業に伴う課

題

新幹線は 2030年開業を目指しています。そこで懸念される諸問題につ
いて質問致します。

次頁へ続く

町 長



番号 氏 名 質 問 件 名 質 問 の 要 旨
答 弁 を

求める者
メ モ

(33) (原田 芳男)

前頁より

１．倶知安町は新幹線開業にあたってバス転換を前倒ししたいと表明して

いますが、何年と考えているのか。バス運行に係る運行会社や路線、便

数などの計画が明らかにされていません。

また、今より便利になるのか高齢者が利用しやすいのか懸念されます。

答弁を求めます。

２．新幹線倶知安駅への乗降客はどのように見積もっているのか答弁を求

めます。

３．新幹線倶知安駅への停車はどのようになるのか。

また、料金は幾らとされるのか明らかにされたい。

４．駅前再開発に関わって｢まちづくり会社｣の設立が模索されているが、

町はどのように関わるのか明確にされたい。（資本関係など）

５．新幹線開業に関わって駅前地区の整備が課題となっていますが、いつ、

どのように、幾ら掛かるなどを明らかにすべきと考えます。明確な答弁

を求めます。

これらの他にも課題は多いと感じます。懸念される問題にどのように取

り組むのかが問われます。町長の答弁を求めます。

34 〃 農業振興について 倶知安町の基幹産業である農業の振興は町の発展にも大きな影響があり

ます。転作奨励金が５年間で廃止になる問題、肥料高騰の問題など個々の

農業者の努力で解決できません。

町としても、転作奨励金は今まで通り継続するよう国に求めることが必

要です。肥料をはじめ、生産資材の高騰対策も国に求めるべきです。

また、町として農業振興策をどのように展開していくのか問われます。

町長の答弁を求めます。

町 長
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35 原田 芳男 私有地の境界にある

排水や町内会の環境

整備に補助制度が必

要

町内会などに点在する私有地の排水などを整備することによって環境は

著しく改善され、町内会の存在価値も高まります。

｢倶知安町町内会等への加入及び参加を促進する条例｣のある町として、

何らかの補助制度の実現が条例の趣旨にも合致すると思います。

町長の答弁を求めます。

町 長


